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Ｖ要約

VitreousFluorophotometryを用いて，血液網膜柵

の内方透過性の機能を検討する方法の中で,computer

simulation法で得られたinwardpermeability

(Pin）と，現在まで用いられてきた６種の補正法との

比較,検討を行った，どの補正法も，Ｐｉｎと比較的良好

な正の相関を認めた．硝子体値の平均値や，中部硝子

体値を用いる方法は，硝子体の性状に影辮されやすい

傾向を認めた．網膜から3ｍｍのbaseline補正した６０

分値をさらに，血漿中タソパク非結合フルオレスセイ

ソ濃度の動態で補正した方法は，日常臨床で血液網膜

柵の内方透過性の機能を評価し得る最も簡便で有用な

方法と結論された．

稿を終えるにあたり，ご校閲を賜わりました保坂明郎教

授に深謝いたします．

本論文の要旨は第23回北日本眼科学会(札lilM)にて発表し

た．
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